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「村長との
対話の日」

令和元年
12月10日（火）
時間：午前9時~正午まで

場所：村長室
予約もできます。

（人）

投票区
有権者数 期日前＋

不在者投票者数 当日投票者数 投票者総数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

笈　川 644 728 1, 372 237 319 556 273 255 528 510 574 1, 084 

勝　常 562 657 1, 219 181 215 396 290 336 626 471 551 1, 022 
湯川村
合　計 1,206 1, 385 2, 591 418 534 952 563 591 1, 154 981 1, 125 2, 106 

投票率
（各投票者数÷有権者数） 36.74% 44.54% 81.28%

◇湯川村長選挙・湯川村議会議員補欠選挙◇
令和元年10月27日執行　投票結果のお知らせ

村
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
村
民
の
皆
様
か
ら
二
期
目
の
村
政
運

営
を
ご
支
持
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
一
期
四
年
間
、
湯
川
村
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
第
五
次
振
興
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
参
り

ま
し
た
。
今
よ
う
や
く
そ
の
姿
が
見
え
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

湯
川
村
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、「
湯
川
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
穂
花
」
を
建
設
中
で
あ
り
、
今

年
度
十
棟
、
来
年
度
十
棟
を
建
設
し
、
今
年

度
分
の
抽
選
会
は
す
で
に
行
い
、
入
居
予
定

者
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
子
ど
も

人
口
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
充
分
検
討
を
含
め
、
教
育
行
政
の
充
実
を

図
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

湯
川
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
行
政
で

は
、
昨
年
、
一
千
町
歩
の
農
地
の
支
え
と
し

て
設
立
し
ま
し
た
農
業
法
人
「
会
津
湯
川
フ

ァ
ー
ム
」
が
、
今
年
の
秋
は
十
五
町
歩
の
稲

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
行
政
、
有
識

者
等
の
見
解
も
反
映
し
な
が
ら
農
業
後
継
者

の
育
成
が
出
来
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
湯
川

村
の
農
業
発
展
に
向
か
っ
て
進
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
原
動
力
と
な
る
の
が
ブ
ラ
ン
ド
米
で

あ
る
「
湯
川
米
」
の
生
産
販
売
の
拡
充
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
生
産
者
の
皆

さ
ん
や
農
業
法
人
「
会
津
湯
川
フ
ァ
ー
ム
」

の
力
に
よ
り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
「
あ
い
づ
湯
川
・

会
津
坂
下
」
に
お
け
る
販
売
の
増
加
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
会
津
の
へ
そ
（
中
心
）
で

あ
る
道
の
駅
「
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下
」

か
ら
モ
ノ
と
情
報
を
発
信
し
、
地
の
利
を
生

か
し
た
生
産
支
援
を
行
い
、
後
継
者
育
成
と

生
産
振
興
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

堂
畑
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
「
堂
畑
マ
ル
シ

ェ
」
は
大
変
す
ば
ら
し
い
事
業
で
、
村
全
体

に
こ
の
事
業
が
広
が
る
事
を
期
待
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
観
光
部
門
で
は
、
前
述
し
た
、
道
の

駅
「
あ
い
づ 

湯
川
・
会
津
坂
下
」
が
開
業

五
年
目
を
迎
え
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
売
り
上
げ
も
年
間
六
億

を
超
え
、
会
津
の
中
心
的
道
の
駅
と
し
て
定

着
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
に
は
七
軒

の
新
規
店
舗
が
開
業
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

新
し
い
力
を
湯
川
村
の
元
気
に
変
え
、
観

光
、
商
工
業
振
興
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
を
支
え
る
三
十
二
集
落
で
は
、

多
く
の
集
落
で
介
護
予
防
事
業
や
多
面
的
機

能
支
払
い
事
業
等
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
地
域
を
維
持
し
、

か
つ
き
ず
な
も
高
め
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

行
政
が
支
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

人
生
百
歳
時
代
を
迎
え
、「
住
み
慣
れ
た
場

所
で
、健
康
で
、自
分
ら
し
く
元
気
に
暮
ら
し

続
け
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
方
、
先
日
の
台
風
十
九
号
が
福
島
県
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
昨
今
の

異
常
気
象
、
自
然
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
会
津
に

は
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

本
村
で
は
今
後
、
地
域
防
災
計
画
を
改
定
す

る
と
と
も
に
、
来
年
度
、「
防
災
行
政
無
線
」

の
整
備
に
お
い
て
、
戸
別
受
信
機
を
各
戸
に

配
付
す
る
予
定
で
あ
り
、
湯
川
村
の
更
な
る

安
心
安
全
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ふ
と
道
の
駅
に
立
つ
と
、
磐
梯
山
、
飯
豊

連
峰
に
囲
ま
れ
た
会
津
盆
地
が
一
望
で
き
ま

す
。
そ
こ
か
ら
湯
川
村
の
豊
か
さ
を
実
感
し

ま
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
豊
か
な
湯
川
村
を
次
の
世
代
に
継

承
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た

多
く
の
ご
支
援
に
応
え
る
べ
く
、
人
口
減
少

社
会
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
皆
さ
ん
と
共

に
果
敢
に
挑
戦
し
、
村
民
の
幸
せ
、
元
気
な

湯
川
村
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
声
が
い
っ
ぱ

い
、
元
気
老
人
が
い
っ
ぱ
い
、
み
ん
な
で
創

る
豊
か
な
湯
川
村
、
行
政
と
村
民
が
協
働
で

創
る
村
づ
く
り
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

②



湯川村産業文化祭2019

各種展示、催し物

湯川村産業文化祭2019は、11月3日（日）に各会場にて盛大に開催されました‼

広報ゆがわ ６３７号　令和元年１２月１日　発行

　１０月２７日（日）、第１８回福島民友新聞社杯会津地区新人児童ソフ
トボール大会が磐梯町立磐梯第二小学校及び会津若松市立河東学園小学
校において開催され、湯川男子スポーツ少年団が出場しました。県内１
４チームが出場し、ＡＢブロックに分かれてトーナメントが行われ、湯
川男子スポ少は、Ａブロックを勝ち抜き見事Ａブロックで優勝しました。

湯川男子スポーツ少年団 福島民友新聞社杯
会津地区新人児童ソフトボール大会優勝‼

JAまつりみのりの茶会

オープニングセレモニー

つくってみよう！

マイナンバーカード

湯川村歯っぴいライフよい歯の表彰式

8020受賞者

よい歯の親子受賞者よい歯の子受賞者（就学児）

③
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令和元年度全国社会教育委員
連合表彰を菊地正孝さん受賞

湯川中昭和３９年度卒の皆さんが
校旗購入のための賛助金を贈る

栗城代表（左）と鈴木会長（右）

　去る１０月２６日（土）湯川中学校において、湯川中
学校創立６０周年記念式典が挙行され、式の中で湯川
中学校同窓会の鈴木清一会長より、三澤村長へ新調さ
れた校旗の寄贈がありました。
　劣化の激しかった校旗の様子を見かね、同窓会の役員
の皆さんがこの機に寄贈をされたものであります。
　このことに賛同された湯川中の昭和３９年度卒業生
の皆さんが、今年６月に開催した古希のお祝いの際に
寄付を募りました。集
まった賛助金７万円を
同窓会代表の栗城健一
さんから「母校の校旗
購入の一部に役立てて
欲しい。」と、板橋和
典中学校長の立ち会い
のもと鈴木同窓会長に
手渡されました。

　１０月２４日（木）兵庫県神戸市にて第
６１回全国社会教育研究大会が開催され、
湯川村社会教育委員の会委員長の菊地正
孝さん（八日町）が、これまでの功績が
認められ、全国社会教育委員連合表彰を
受賞されました。菊地さんは平成１５年
に湯川村社会教育委員に委嘱されてから、
これまで長きにわ
たって湯川村の社
会教育分野の発展
にご尽力いただき
ました。今後のま
すますのご活躍を
お祈りいたします。
おめでとうござい
ました。

　教育委員会表彰では、青木陽さん（上樽川）と湯川中学校ソフトボール部が「教育奨励賞」を受賞さ
れ、表彰並びに記念品が贈呈されました。青木陽さんは「第６５回福島県高等学校体育大会陸上競技男
子４００ｍハードル」において、湯川中学校ソフトボール部は「第３１回福島県中学校新人ソフトボー
ル大会」において優勝という顕著な成績を残されたことによる表彰です。
　作文コンクールでは、小学３・４年生対象の「いつもありがとうの部」に５０点、小学校５・６年生
と中学生対象の「少年の主張の部」に１５１点の応募があり、各学校の審査により１９点が入賞しました。
　少年の主張発表会では、５人の入賞者が湯川村に対する思いや友達との関わり、家庭でのことなど、

◆教育委員会表彰◆　教育奨励賞
　青木　陽　「第６５回福島県高等学校体育大会陸上競技男子４００ｍハードル」　第一位
　湯川中学校ソフトボール部　「第３１回福島県中学校新人ソフトボール大会」　優勝
◆作文コンクール入選者◆
 「いつもありがとう」の部
　　笈川小学校３年　古川　千紘　　笈川小学校３年　高橋　健真　　笈川小学校３年　谷ヶ城　玲
　　勝常小学校３年　高橋　陸人　　勝常小学校３年　星　　空夢　　勝常小学校３年　渡部　　昊
　　笈川小学校４年　生亀　朱音　　笈川小学校４年　鈴木　花奈　　笈川小学校４年　鈴木　翔夕
　　勝常小学校４年　片桐　龍斗　　勝常小学校４年　長谷川にこ　　勝常小学校４年　渡部　裕翔
 「少年の主張」の部
　優秀賞
　　笈川小学校６年　鈴木　和奏　　湯川中学校３年　小林暖乃香
　優良賞
　　笈川小学校５年　古川　悟也　　勝常小学校５年　小林虎太郎　　勝常小学校６年　大場　あゆ
　　湯川中学校１年　大塚　理央　　湯川中学校２年　宮野　琴乃

令和元年度湯川村教育委員会表彰式並びに第５回湯川村ここがふるさと小中学生
作文コンクール『少年の主張発表会』及び作文コンクール表彰式が11月３日（日）
の村産業文化祭開催に併せて、湯川村公民館において開催されました。

日ごろ考え感じていることを堂々と発表し、審査の結果、小学校
５・６年生の部１点、中学生の部１点が優秀賞として、小学校５・
６年生の部３点、中学生の部２点が優良賞として表彰されました。
　同時に体育館において開催された、幼稚園や小学生、村の文化
団体、個人の方の絵画、書道、工作の作品展にも多くの方々が訪
れ、観賞されていました。
　今回受賞されました皆様、誠におめでとうございました。

④
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秋
季
消
防
連
合
検
閲

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
で

集
ま
っ
た
募
金
を
寄
付

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・

有
期
雇
用
労
働
者
の
皆
さ
ま

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告 通常点検を受ける消防団員

小林信房会長（左）に寄付を
手渡す渡部正美会長（右）

パレードに参加した少年消防クラブ員

消防車両等で消防屯所を巡回

　

10
月
27
日（
日
）、
会
津
坂
下
町
「
坂
下
南
小
学
校
体
育

館
」
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
会
津
坂
下
町
・
湯
川
村
両

消
防
団
秋
季
消
防
連
合
検
閲
を
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、

盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た
。

　

検
閲
は
、
あ
い
に
く
の

雨
天
の
た
め
、
通
常
点
検

の
み
の
実
施
で
し
た
が
、

総
勢
約
５
０
０
名
の
消

防
団
員
が
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
、
整
然
と

点
検
を
受
け
た
団
員
の
姿

に
、
来
賓
の
方
々
か
ら
称

賛
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

10
月
22
日（
火
）、
勝
常
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
奉
仕
活
動
と
し
て
勝
常
集
落
に
あ
る
湯
川
村

営
駐
車
場
の
ト
イ
レ
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

湯
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
４
月
よ
り
順
次
正
規
雇
用
者
と
非
正
規

雇
用
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す

　
正
社
員
と
比
べ
て
、
こ
ん
な
差
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
仕
方
が
な
い
…
」
と
あ
き
ら
め
る
前
に

◎
相
談
窓
口

　

福
島
労
働
局　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
９

　

11
月
８
日（
金
）、
湯
川
村
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
渡
部
正

美
会
長
が
湯
川
村
公
民
館
を
訪
れ
、
10
月
14
日（
月
）に

猪
苗
代
町
の
メ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
、
湯
川
村
民

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
で
参
加

者
か
ら
募
っ
た
募
金
を
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
会
長
か
ら
「
村
の

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
。」
と
小
林
信
房
本
部

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド

　

11
月
10
日（
日
）、
村
内
に
お
い
て
、
湯
川
村
消
防
団

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド
を
来
賓
多
数
ご
参
加
の
も
と
、
実

施
し
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
員
や
笈
川
・
勝
常

両
小
学
校
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
も
参
加
し
、
消
防
団

員
と
共
に
消
防
車
両
等
で
村
内
全
域
を
巡
回
し
な
が
ら
、

火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
本
村
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
村
民

の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
参
加
者

【
笈
川
小
学
校
】
２
名

柏
木 

陽
登
さ
ん
（
八
日
町
）

村
澤 

澪
月
さ
ん
（
米　

丸
）

【
勝
常
小
学
校
】
３
名

兼
子 

奈
緒
さ
ん
（
勝　

常
）

高
木 

萌
衣
さ
ん
（
上
扇
田
）

二
瓶 

琉
聖
さ
ん
（
上
樽
川
）

賞
与

無

基
本
給

少

手
当

無

⑤



広報ゆがわ６３７号　令和元年１２月１日　発行

※
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
右
記
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
が
困
難
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
の
相
談
は
、
住
民
課
各
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税

　

税
務
係
☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

福
祉
係
☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

固
定
資
産
税
第
３
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）
第
５
期
分

今
月
の
納
期納

期
限 

12
月
26
日（
木
）

納
期
限 

１
月
６
日（
月
）

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択
日
）
の

「
人
権
デ
ー
」を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週

間
」
と
定
め
、こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、積
極
的
な
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
第
71
回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該
週
間
を
中
心
に

積
極
的
な
啓
発
活
動
及
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
左
記
に
よ
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

記

○
日　
時　
12
月
７
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

○
場　
所　
湯
川
村
役
場　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

○
相
談
員　
小
沢　

晶
利
（
人
権
擁
護
員
）

　
　
　
　
　

鈴
木　
　

隆
（
人
権
擁
護
員
）

　

人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
の
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０

◦
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

◦
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

（
相
談
時
間
：
年
末
年
始
を
除
く
平
日
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

高
齢
者
世
帯
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
灯
油
購
入
助
成
券
１
万
円
を
交
付
す

る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
世
帯

　

次
の
３
要
件
を
満
た
す
世
帯
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
令
和
元
年
11
月
１
日
現
在
湯
川
村
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
世
帯
構
成
員
全
員
が
令
和
元
年
11
月
１

日
現
在
に
お
い
て
村
民
税
非
課
税
で
あ

る
こ
と

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

◦
65
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

◦
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
の
い

る
世
帯

◦
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
の
い
る

世
帯

※
該
当
す
る
方
が
社
会
福
祉
施
設
に
入
所

ま
た
は
長
期
入
院
し
て
い
る
場
合
及
び

生
活
保
護
世
帯
、
湯
川
村
で
の
生
活
の

実
態
の
な
い
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
期
限

　

令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）

　

助
成
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
対

象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
書
が
お
手
元

に
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
課
福
祉
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

第
₇₁
回
人
権
週
間
に
つ
い
て

冬
季
生
活
支
援
事
業
　

（
灯
油
購
入
費
助
成
）の
お
知
ら
せ

建
物
を
取
り
壊
し
た
方
は
　

　
　
　
届
出
が
必
要
で
す
！

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
建
物
等
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
建

物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、「
家

屋
滅
失
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
翌
年
度
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
税
務
係

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

⑥



プレミアム付商品券購入引換券の
申請期限が近づいています！
プレミアム付商品券購入引換券の
申請期限が近づいています！

広報ゆがわ ６３７号　令和元年１２月１日　発行

　「湯川村プレミアム付商品券の購入対象と思われる方」のいらっしゃる世帯へ８月に申
請書をお送りいたしました。
　引換券の申請期限が近づいています。商品券の購入を希望される方で、まだ申請を行
っていらっしゃらない方は期限までに忘れずに申請してください。

○申請期限　令和元年１２月２５日（水）（当日消印有効）
○商品券の使用期限　令和２年３月１６日（月）
◎お問い合わせ先　総務課政策財務係　☎０２４１−２７−８８００

　家庭のホームタンクや事業所のタンクから、灯油
等が河川等に流出する事故が例年発生しています。
特に冬期期間の灯油の詰め替え時に多く発生してお
り、気を付けていれば防げたものがほとんどです。
　灯油等の油類を扱う際は、事故を起こさないよう
十分注意してください。

事故を起こさないための心がけ

事故が起きたら、見かけたら…

①給油現場を離れない！
ホームタンク等から灯油を小分けしている時は、絶対にその場を離れないようにしましょう。
②使用後の弁の閉め忘れに注意する！

給油後は、バルブやコックなどを完全に閉めたことを確認しましょう。　
③屋根からの落雪や除雪時に注意する！

屋根からの落雪や除雪作業時に、ホームタンクや配管が破損しないように注意しましょう。
④点検を行う！

ホームタンクや配管に破損や老朽化による亀裂、漏洩、油臭等がないか点検を行いましょう。

①万が一、油を流出させてしまったら　⇒　油を回収する！
すぐに布や新聞紙などで回収しましょう。
②油の流出を発見したら　⇒　連絡する！

役場、消防署または会津地方振興局に連絡してください。

福島県　会津地方振興局　県民環境部　環境課　☎ 0242−29−3912　FAX 0242−29−5520
　　　　　湯川村住民課　ほけん係　　　　　☎0241−27−8830　FAX 0241−27−3760

油流出事故を防止しましょう!

速やかな対応が被害の拡大を防ぎます !

⑦



広報ゆがわ６３７号　令和元年１２月１日　発行

農業者年金に加入しませんか

こんなことで悩んでいませんか？

　農業者年金は、国民年金第１号被保険者で、農業に従事する60歳未満の方ならどなたでも加入で
きます。
⃝自分の納めた保険料を年金原資として積み立てていく少子高齢化の時代に即した積立方式の確定拠

出型年金です。
⃝年金は65歳から納めた保険料に応じて終身受け取ることができ、仮に80歳になる前に亡くなっ

た場合でも、80歳までに受け取れるはずの年金額を、遺族が一時金として受け取ることができます。
⃝納めた保険料は全額保険料控除の対象になり、節税につながるほか、一定の条件を満たす方は国か

ら保険料の助成があります。

◎お問い合わせ先 　湯川村農業委員会　☎０２４１−２７−８８７０

　ご自身のこと、ご家族や知り合いの方で
・眠れない、気分が沈みがちである、気力がなくなった、くよくよする
・独り言やひとり笑いがある、奇妙な行動がある
・お酒のことで困っている
・長期間ひきこもっている
・対人関係で困っている
・精神的な病気かどうか知りたい、
・社会復帰の方法を知りたい　など
　ひとりで悩まず、相談してみませんか？

○日　　時　令和２年１月１７日（金）午後１時３０分～午後４時
　　　　　　令和２年３月６日（金）　 午後１時３０分～午後４時
○会　　場　湯川村保健センター（自宅へ伺うこともできます！）
○相談方法　精神科医師による個別相談　竹田綜合病院こころの医療センター　上島 雅彦 氏
○相談時間　一人１時間程度（１回の開催につき３名までとなります）　相談・訪問費用：無料
○申 込 先　湯川村保健センター
　　　　　　　☎　　０２４１−２７−３１１０
　　　　　　メール　hoken-ｃ＠vill.yugawa.fukushima.jp
○そ の 他　個人の秘密は守られます。予約制となっております。
　　　　　　開催日の１週間前までに、必ず事前に申し込みをしてください。

「ほっと相談会」のお知らせ
面接相談は予約制となっております。開催日の1週間前までにお申し込みください。

白色申告決算説明会について
　事業所得（農業含む）、不動産所得及び山林所得を有する、全ての住民税及び所得税の白色申告者
について平成26年1月から帳簿の記帳及び保存が義務付けられています。
　税務署では、記帳と帳簿書類の保存制度の概要や令和元年分の確定申告に当たっての決算の仕方等
を説明する「決算説明会」を次のとおり実施します。

開 催 年 月 日 時　　　間 場　　　所

令和元年12月1０日（火） 午後１時30分～午後３時 会津坂下町
中央公民館２階「大研修室」

令和元年12月1１日（水） 午前10時～午前11時30分
午後１時30分～午後３時

会津若松市役所河東支所
２階「大会議室」

※「会津若松市役所河東支所」に自家用車等でおいでの方は、庁舎西側駐車場をご利用ください。
◎お問い合わせ先　会津若松税務署　個人課税第一部門　☎0242−27−4314

⑧



▪湯川村公式LINEアカウント ▪湯川村ヨンヨンプロジェクト

４km四方の小さな村に
ぎゅっと詰まった魅力を
発信するプロジェクト
ぜひ、一度ご覧ください‼

湯川村の魅力はもちろん、お得な情報も配信中！ご登録ください‼

広報ゆがわ ６３７号　令和元年１２月１日　発行

　１２月２４日（火）から翌年１月７日（火）まで、１５日間の冬休みに入ります。
　年末年始にかけては、家庭や地域で様々な伝統行事が行われます。家族や地域の一員としての自覚を育む
良い機会ですので、子どもたちの積極的な参加をお願いします。
　なお、学校生活からの開放感で非行や交通事故などを起こしやすい時期でもあります。村民の皆様には、
子どもたちが健康で明るい冬休みを過ごすことができるよう「いつでも・どこでも・ひと声かけて」にご協
力をお願いします。
　いじめや非行と思われる言動や不審者を見かけた際には、連絡先までお知らせください。
　また、緊急の際は、全家庭が「避難の家」としてのご協力をお願いいたします。
《連絡先》
　○ゆがわ幼稚園　☎０２４１−２７－５２０５　　○湯川中学校　☎０２４１−２７－５１６１
　○笈川小学校　　☎０２４１−２７－３２６６　　○教育委員会　☎０２４１−２７－２２５０
　○勝常小学校　　☎０２４１−２７－４１５８　　○湯川駐在所　☎０２４１−２７－３２６９

～　湯川村小中学校生徒指導連絡会 ・ 湯川村教育委員会　～

　リデュース（ごみの発生抑制）、リユース(再使用)、リサイクル（再生利用）の３つの頭文字から「３Ｒ」
と名付けられ、焼却や埋立処分しているごみの量を極力減らし、限りある地球の資源として有効に繰り返し
使う社会（循環型社会）を目指すための取り組みです。

○ごみになるものを減らす（リデュース）取り組み
・買い物をするときは、必要な分だけ買う。
・過剰包装は断り、簡易包装にしてもらう。
・マイバッグを持参する。
・生ごみなどの水気の多いものは、十分に水を切って捨てる。
・まだ食べれるものを捨てない。（食品ロスの削減）
・外食する時も食べきれる分だけ注文する。
・詰め替えできる商品を利用する。

ぜひ、ご家庭でも
ごみの減量化（ダイエット）に
取り組んでみましょう！

○繰り返し使用する（リユース）取り組み
・物が壊れたときは、修理して大切に使う。
・必要なくなったものは、必要とする人に譲る。
・フリーマーケットやリサイクルショップを利用する。

○資源として再び利用する（リサイクル）取り組み
・資源として再生できるよう、資源物はきれい

に洗う。
・資源物はしっかり分別する。
・生ごみはガーデニングや家庭菜園の堆肥とし

て使う。（コンポスターの利用も可）

●●●３Ｒでごみダイエットしてみませんか？●●●

　農林水産省では、２月１日現在で「２０２０年農林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、農林業の実態を明らかにし、国や都道府県、市区町村はもち
ろん各方面にわたり、広く利用できる総合的な統計資料を得るための調査です。
　全国の農家や林家をはじめ、すべての農林業関係者を対象に行われる『農林
業の国勢調査』ともいうべきものです。
　皆様のお宅や会社等に調査員が調査に伺いましたら、ご協力をお願いします。
◎お問い合わせ先　湯川村役場総務課政策財務係
　☎０２４１−２７−８８００

統計調査にご協力ください（2020年農林業センサス）

子どもたちに、充実した冬休みを過ごさせるために…村民の
皆様へ
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　詳しくは、メール又はお電話でお気軽にお問い合わせください。
　なお、お電話の際は、「湯川分会の補助金について」とお伝えください。
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◎お問い合わせ先　会津坂下地区交通安全協会湯川分会　事務局
　　　　　　　　　（湯川村役場　総務課・産業建設課内）
　　　　　　　　　☎０２４１－２７－８８００／８８５０
　　　　　　　　　Mail　kotsuanzen_yugawa@yahoo.co.jp

運転免許証自主
返納支援補助金
目的

　高齢者が運転免許証を自主返納しやすい環境
を整備することで、高齢者が運転する車両が関
係する交通事故の減少を図る。

補助金額
①運転経歴証明書交付手数料（1,１00円）
②運転免許証自主返納奨励金（3,000円）

補助対象者
　次の全てを満たす方
①分会の会員である世帯の者
②運転免許証自主返納時に満65歳以上の者
③運転経歴証明書の交付を受けた者

申請に必要なもの
◦申請書兼請求書（第１号様式）
◦運転経歴証明書の写し

その他
　運転経歴証明書を提示することでバスやタク
シー料金の割引を受けられることがあります。
　また、村からタクシー券の助成を受けること
ができます。

目的
　道路交通法に定める幼児用補助装置（いわゆ
るチャイルドシート）の普及促進、交通事故時
における乳幼児保護を図る。

補助対象となる物件
　道路運送車両法の保安基準に適合するチャイ
ルドシート

補助金額
　チャイルドシート購入費用の１／５の額
　（上限額：5,000円）

補助対象者
　次の全てを満たす方
　①分会の会員である世帯の者
　②６歳未満の児童を養育する者

申請に必要なもの
◦申請書兼請求書（第１号様式）
◦チャイルドシートを購入した際の領収証の写し
◦装着する車両の車両検査証の写し
◦車両番号が明確に識別できる車両の写真また

は画像データ
◦車両への装着状況が確認できる写真または画

像データ

　会津坂下地区交通安全協会湯川分会は、村内に居住する自動車及び二輪車、原動機付
自転車の所有者及び使用者によって組織され、道路における危険防止及びその他の交通
の安全と円滑を図ることを目的とする団体です。（令和元年１１月現在　会員６０６世帯）
　当分会では、会員を対象として、次の２つの補助金の申請を受け付けておりますので、
該当する方は事務局へお申し出ください。

会津坂下地区交通安全協会
湯川分会からお知らせ

チャイルドシート
購入支援補助金
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　財務省福島財務事務所では、専門相談員が、借金を抱えお悩みの方から家計や借金の状況等をお伺
いし、必要に応じて弁護士などの専門家に引継ぎを行う相談会を開催します。まずは一人で悩まず、
お気軽にご相談ください。
○日　時　令和元年１２月１７日（火）午後１時〜午後５時（原則予約制・予約締切日１２月１６日）
○会　場　会津地方振興局（福島県会津若松合同庁舎）本館１階会議室
○予約受付先　財務省福島財務事務所　理財課
　　　　　　　☎０２４−５３３−００６４（月〜金（祝日除く）午前８時３０分〜午後４時３０分）

　財務省福島財務事務所では次のような相談を受け付けています。秘密厳守、相談無料です。一人で
悩まずお気軽にご相談ください。
・返済しきれない借金に関すること
・貸金業者や、いわゆる「ヤミ金融」業者に関する情報
・不正に利用されている預貯金口座に関すること

○相談窓口　財務省福島財務事務所 理財課　福島市松木町１３−２
○受付時間　月曜日〜金曜日（祝日、年末年始除く）午前８時３０分〜正午、午後１時〜午後４時３０分
◎お問い合わせ先　☎０２４−５３３−００６４（多重債務者相談窓口専用）

家計とお金の悩みに関する無料相談会
【相談無料・秘密厳守】

多重債務・貸金業に関する相談窓口

　日が落ちるのが早くなる冬の期間は、毎年夕暮れ時や夜間にかけて交通事故が多発します。
　車や自転車を運転する時は、午後４時から早めの点灯を心がけてください。
　また、歩行時には事故に遭わないよう、反射材を身につけましょう。

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

12月10日（火）～1月7日（火）

ＰＭ４
ライトオン運動

11月1日（金）～2月29日（土）
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国民年金基金制度のご案内
自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第1号被保険者の皆様へ
●国民年金基金は、自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第１号被保険者の方々がゆとりあ

る老後を過ごせるよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。
●加入できる方は、国民年金に加入している２０歳以上６０歳未満の方および６０歳以上６５歳未満

の国民年金に任意加入している方です。
●６５歳から生涯受け取ることができる終身年金が基本ですので、長い老後の生活に備えることがで

きます。
●掛金は全額が課税所得から控除できるので、所得税と住民税が軽減されます。受け取る年金も公的

年金等控除の対象になりますので、税制面で優遇されます。
●万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支払われますので、掛け捨てになりません。（一

部の年金タイプを除く）遺族一時金は全額非課税です。　※２０１９年現在
●加入した時に確定した掛金額と年金額は変わりません。（ご加入時の内容でお支払した場合）
●ご加入いただいた後も掛金の額を口数単位で増減できます。

◎国民年金基金についてのお問い合わせ先
　全国国民年金基金 福島支部　０

フリーダイヤル

１２０（６
ロ ー ゴ

５）４
ヨ イ ク ニ

１９２
　〒960−8043　福島市中町１番１９号　中町ビル５F
　http://www.zenkoku-kikin.or.jp　　全国国民年金基金
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　１０月１３日（日）、道の駅あいづ 湯川・会津坂下
にて『こどもマルシェ』を開催しました。
　『こどもマルシェ』は、堂畑地区と福島大学との
『域学連携』による地域づくりの一環として行って
いる事業のひとつです。堂畑地区の農家さんがつく
った野菜に子どもたちがポップを付け、元気に販売
を行いました。〝子どもたちが一生懸命売っているか
ら〟と言って購入していかれる方も多く、一日中大
盛況でした。
　子どもたちは、マルシェを通じて地元野菜のこと
や販売する仕事を知るきっかけとなったのではない
でしょうか？
　１４日（月）は、堂畑地区の子どもたちと福島大学
の学生とで地元の野菜を使った『ピザ作り』を行い
ました。これも福島大学との事業で地域活性化に向
けた取り組みのひとつです。
　学生がレンガでピザ釜を組み、子どもたちが具材
をトッピングして、焼いたピザをみんなで食べ、地
産地消を考えるきっかけとなったのではないかと思
います。
　火を起こす間やピザが焼き上がるまでの間、子ど
もたちは、大学生と一緒に遊んだり、話をしながら
過ごしており、とても有意義な時間になったのでは
ないかと思います。

　１０月２９日（火）、３０日（水）、勝常寺参道の景
観整備のひとつである『黒塀』作りに参加しました。
　勝常地区では『勝常地区活性化委員会』を立ち上
げ、『福島県地域創生総合支援事業補助金』を受けて、
勝常地区の景観整備等に取り組んでいます。
　昨年度、東北電力『まちづくり元気塾』でお世話
になった寺川さんや、内田山口大学名誉教授に協力
をお願いし、既存のブロックに貼り付けるタイプと
自立するタイプの２種類の黒塀の作成を行いました。
　寸法通りに木材をカットし、柱を建て木枠に黒板
をはめ込むという簡単な作業に思えましたが、実際
には、普段使うことのない電動カッターや水平器等
の機材を使いミリ単位の細かい作業の難しさを実感
しました。しかし黒塀ができていくにつれ達成感も
沸いてくるようになりました。
　１１月３日（日）に行われた『勝常収穫感謝祭』の
際に作成した黒塀が披露され、今後の参道の景観の
変化が楽しみになりました。

◆こどもマルシェ・ピザ作り

◆勝常地区『黒塀』作り

◆葛飾区産業フェア

◆湯川村産業文化祭

　湯川村地域おこし協力隊の佐藤塁
です。
　観光を基軸とした地域の活性化を
図るため、イベントへの参加やＬＩ
ＮＥ＠等での湯川村の魅力や情報発
信を行っています。

湯川村
地域おこし協力隊通信

No.6　製作：湯川村地域おこし協力隊　佐藤　塁

　１０月２５日（金）、２６日（土）、２７日（日）の３
日間、東京都葛飾区「テクノプラザかつしか」にて
行われました『葛飾区産業フェア』に参加し、湯川
村で採れたばかりの新米をはじめ、新鮮野菜や加工
品の販売を行いました。
　新米の量り売りや野菜、加工品を求めて、多くの
方がブースを訪れ、購入していただきました。
その中で、『毎年来てる』、『美味しかったからまた今
日も』などといった嬉しい声を多く耳にし、反響も
上々でした。
　５月に参加した
『葛飾区職人会ま
つり』の際に購入
してくださったお
客様も本村のブー
スへ訪れ、今回も
購入して頂き、こ
ういったつながり
を今後も継続して
いけたらと思いま
した。

　１１月２日（土）、３日（日）、ＪＡ会津よつば湯川
支店前広場等で『湯川村産業文化祭』を開催致しま
した。
　天候にも恵まれ、多くの方にご来場いただきました。
　豚汁やもつ煮、新鮮野菜や加工品の販売、つきた
て餅が振る舞われたほか、湯川薬師太鼓による演奏
や、ゆがわ舞フレンズによるよさこいパフォーマン
ス、ミニ四駆大会が行われ、子どもから大人まで楽
しんでいただけたのではないでしょうか。
　湯川村体育館では、子どもたちや各団体の絵や書
道、工作や写真といった様々な作品が展示され多く
の方が、見学に訪れていました。
　同日開催された勝常収穫感謝祭とあわせて行った
スタンプラリーでは、スタンプを集めると、お米や、
ゆがわまいちゃんグッズが当たり、参加された方は
皆喜んでおられました。
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消防署からのお知らせ

会津坂下警察署からのお知らせ
年末年始における地域安全運動

　　　　　令和元年１２月１０日（火）～令和２年１月７日（火）活動期間
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湯川村内街頭犯罪等発生状況（令和元年10月31日現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪

街頭犯罪
合 計

その他
刑法犯等 全刑法犯

強 盗 空き巣 忍込み 事務所
荒 し

出 店
荒 し

自動車
盗

オートバイ
盗

自転車
盗

自販機
ねらい

車　 上
ねらい ひったくり 部　 品ねらい

強　 制
わいせつ

管　内 1 5 5 1 1 13 62 75
湯川村 0 3 3

特徴　県内では、侵入盗事件が増加しています。当署でも事務所や倉庫が荒らされる窃盗事件が増加しています。
　　　在宅時でも戸締まりをしてください。補助錠、防犯カメラ、防犯ベルなどの防犯設備を活用し被害防止に努めてください。
　　　また、夜間など不審者や不審車両を見かけた場合は、すぐに警察に通報してください。
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含まれます。
※上記発生件数は、平成31年 1 月 1 日からの累計数となっています。

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151　ＦＡＸ　0242－75－2196

　寒さで、暖房器具を使う機会が
増え火災が発生しやすい季節にな
りました。
　空気も乾燥しておりますので火
気の取扱いに十分注意し、火災を
未然に防ぎましょう！

※消防署では、現在村内で消火栓点検を実施しております。
ご迷惑をお掛けいたしますが、ご協力お願いいたします。

　公的機関や債権回収業者とよく似た名前をかたり、
はがき・メール・電話などで・アダルトサイトなどの
未納利用料金を請求されお金をだまし取られる被害が
発生しています。
　相手に連絡する前に、家族や警察に相談してください。

10月から、 会津坂下警察署

管内でも、 未納料金を要求

するはがきやメールが急増

しています。 注意でござる！

STOP！なりすまし詐欺

～ み ん な で つ く ろ う 安 心 の 街 ～

未納料金を要求するはがきやメールが急増！
　今年も年末年始における地域安全運動が開始されます。
　今年の県内の刑法犯認知件数は、昨年同期に比べ減少
しているものの、依然として、なりすまし詐欺をはじめ
として各種犯罪が後を絶たない状況にあり、警察と関係
機関・団体、そして多くの県民の方の協力により積極的
に防犯活動を展開し、安全で安心な、そして明るい年末
年始を実現しなければなりません。

県民の皆様のご協力をお願いします！

～運動の重点～
●金融機関、コンビニエンスストア

等を対象とした犯罪の被害防止
●なりすまし詐欺の被害防止
●子供と女性の犯罪被害防止
●地域の犯罪発生実態に即した
　各種犯罪の被害防止
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レベッカ先生の英会話教室

宛先　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp
件名

防災メールの
　登録について

※迷惑メール対策でパソコンからのメールを受信拒否している場合はメールを受け取ることができません。
j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp が受信できるように携帯・スマートフォンの設定をお願いします。
なお、設定の方法がわからない場合などは、各携帯電話会社にお問い合わせください。

	 総務課総務係　☎０２４１−２７－８８００

～新規登録の流れ（例）～

登録用メールアドレス
j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

メール送信

登録用メールアドレスを入力

登録
完了

新規メール作成画面

○防災メール　登録の仕方
「登録用メールアドレス」に空

から

メール（件名、本文が入力されていない
メール）を送信していただくと登録ができます。

　皆さんが持っている携帯電話やパソコンの
メールアドレスを村に登録していただくと、
地震・気象情報及び国民保護（テロ、ミサイ
ル飛来等）に関する情報や災害時における避
難勧告や避難指示などの情報をメールで受け
取ることができます。
　まだ防災メールを登録していない村民の皆
さんは、災害時に対する備えとして、ぜひご
登録をお願いします。

本文
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Whenever I chat with my Singaporean friends who live overseas, we would 
inadvertently end up talking about food – the food we miss most, and what we are 
going to eat when we go back for a visit. Food is a very big part of the culture in 
Singapore, so much so eating is considered a national pastime.

海外に住んでいるシンガポールの友達と話す時、気づくと一番恋しい食べ物や帰ったら何を食べ
たいといった話をしています。シンガポールでは、食は国民的娯楽と言えるぐらい文化に欠かせ
ないものです。

Singapore is a country of diverse ethnicities. As such, Singaporeans often describe 
our own culture as Rojak, which means “mixed” in Malay. Rojak is also the name 
of a salad dish of local fruits, vegetables and fried dough fritters mixed in prawn 
sauce, sugar, lime and chili paste, topped off with a dusting of chopped peanuts. The 
dish reflects the multi-cultural identity of Singapore – a unique mix of flavorful but 
disparate items.

シンガポールは多文化国家です。そのため、シンガポール人はよく自分の文化を「ロジャ」と言
います。「ロジャ」はマレーの言葉で「色々なものを混ぜる」という意味です。また、「ロジャ」
は野菜やフルーツ、小麦粉で作った揚げ物を組み合わせ、エビペースト、砂糖、ライム、チリペ
ーストを絡め、砕いたピーナッツを振りかけて出来上がったサラダの名前でもあります。「ロジャ」
というさまざまな種類の食材を混ぜ合わせた風味豊かで独特な料理は、シンガポールのアイデン
ティティである「多文化」をよく表しています。

Singapore cuisine is by and large based on and adapted from various Chinese, Malay 
and Indian dishes. I will introduce some of my favorite Singaporean food over the next 
few articles. 
 
シンガポール料理は基本的に様々な中華料理やマレー料理、インド料理に基づきます。これから
の記事に自分のお気に入り料理を紹介したいと思います。

《参加者大募集（村民限定）》
※隔週水曜日（午後6時～午後7時）にユースピアゆがわで「英会話教室」を行っています。
　レベッカ先生と一緒に英語を学びませんか？
◎お問い合わせ先：社会教育主事　栗村　☎０２４１－２７－８８８０（ユースピアゆがわ）

⑭



村内の交通事故
件数 死亡 傷者

平成30年
（1月～12月）

6 0 10
81

令和元年
10　月

0 0 0
5

平成31年・令和元年
累　計

4 0 5
62

交通死亡事故ゼロ日数
（令和元年10月31日現在） 776日

（上段は人身事故・下段は物損事故）

　家庭の話し合い、一緒の
食事の励行、親子ふれあい
運動を実施しましょう。

毎月「第３日曜日」は
　　「家庭の日」です

あいさつ運動
つ
づ
け
て

さ
き
に

い
つ
で
も

あ
か
る
く

一声運動を普及しましょう。

人の動き（11月１日現在）
総人口（前月比）

総人口 3,203人（　　3）
男 1,534人（　　0）
女 1,669人（　　3）

世帯数 1,010世帯（　　0）

村の花

アジサイ

村の木

イチョウ

村の鳥

カッコウ

湯川村青少年育成村民会議
12
月
の
行
事
予
定

１
日（
日
）交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　

歩
行
者
優
先
の
日

23
日（
月
）幼
・
小
・
中

　
　
　
　
　
　
　

第
２
学
期
終
業
式

27
日（
金
）官
公
庁
仕
事
納
め

戸籍の窓口
（10月受付）

お誕生おめでとうございます
（地区） （両親） （子）

東八日町 小林　智博
　　　喜江 巧

こう

征
せい

上樽川 千葉　貴宏
　　　沙紀 唯

ゆいか

禾

謹んでお悔やみ申し上げます
（地区） （本　人） （年齢）
笠ノ目 國分　一行 58歳
三　島 鈴木　俊昭 82歳

※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係へ
申し出てください。

湯
川
俳
句
会

大
自
然
稲
穂
の
に
お
い
風
に
の
り

コ
ス
モ
ス
や
日
の
色
集
め
川
ぞ
い
に

	

鈴
木　
　

翠

干
し
小
豆
虫
く
い
拾
い
つ
ま
ま
れ
ず

秋
茄
子
の
皮
実
も
堅
く
味
旨
し

	

鈴
木　

玲
子

秋
晴
れ
や
心
底
す
べ
て
明
る
く
す

気
負
わ
ず
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
し
野
菊
か
な

	

鈴
木　

信
子

晩
秋
や
平
安
絵
巻
茶
の
間
か
ら

無
花
果
は
も
う
実
ら
ざ
る
冬
に
入
る

	

坂
内
ま
ん
さ
く

秋
海
棠
一
つ
残
り
し
花
の
揺
れ

柿
の
実
の
色
付
き
光
る
昨
日
今
日

	

鈴
木
智
恵
子

赤
競
ふ
蜻
蛉
番
ひ
の
大
野
原

台
風
禍
爪
跡
悲
し
親
悲
し

	

小
林
喜
久
雄

松
手
入
れ
半
端
に
急
ぐ
秋
耕
ひ

豊
作
の
柿
輝
き
て
村
眠
る

	

鈴
木　

清
子

村
民
の
文
芸

発
表
の
ひ
ろ
ば

沃
野
湯
川
会

稲
の
穂
が
朝
露
に
濡
れ
頭
垂
れ

	

角
刈
る
我
に
絡
み
付
き
く
る　

兼
子　

春
江

蕎
麦
処
「
風
神
」
草
に
覆
は
れ
て

	

大
き
水
車
が
た
だ
回
る
だ
け　

小
林　

和
子

黄こ

金が
ね

田だ

に
新
た　

大
き
な
コ
ン
バ
イ
ン

	

音
軽
く
籾
重
く
山
と
な
る　

佐
野　

常
雄

赤
と
ん
ぼ
飛
行
機
雲
を
眺
め
つ
つ

	

刈
り
取
り
終
へ
し
稲
田
の
香
を
嗅
ぐ　

鈴
木　

悦
子

夭
折
の
関
根
正
二
は
朱
の
服
に

	

赤
い
ほ
っ
ぺ
の
子
供
を
描
く　

鈴
木
ト
シ
子

秋
晴
れ
に
香
り
清
し
き
菊
の
花

	

玄
関
、
仏
間
と
飾
り
て
ゐ
た
り　

鈴
木　

久
子

金
婚
の
祝
の
通
知
届
き
た
る

	

婚
約
指
輪
静
か
に
光
る　

坂
内
タ
ミ
子

敬
老
の
日
に
夫
と
共
ド
ラ
イ
ブ
す

	

今
年
は
沼ぬ

ま
沢
沼
の
静
け
さ
に
逢
ふ　

吉
田　

妙
子

復
興
と
ふ
常
に
語
る
を
福
島
の

	

「
復
興
五
輪
」
と
軽
々
言
ひ
し
は　

渡
部　

子
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湯
川
村
総
務
課
〒
９
６
９
―
３
５
９
３

福
島
県
河
沼
郡
湯
川
村
大
字
清
水
田
字
長
瀞
１
８
番
地

　

☎　

０
２
４
１
―
２
７
―
８
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１
―
２
７
―
３
７
６
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.vill.yugaw

a.fukushim
a.jp

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

yugaw
a@

vill.yugaw
a.fukushim

a.jp

も
う
す
ぐ

１
才
に
な
り
ま
す

熊谷 龍
りゅう

牙
が

くん（笠ノ目）

櫻井 惺
せい

くん（美田園）

渡部 凪
なぎ

ちゃん（亀ヶ代）

酒井 惣
そう

丞
すけ

くん（上扇田）

　男らしく、強く

逞しく生きていっ

て欲しいと願いを

込めて名付けまし

た。

　12月生まれなの

で、冬の澄んだ夜

空の星のように澄

みきった心を持

ち、輝いて欲しい

との願いを込めて

名付けました。

　波の立たない穏

やかな人生を過ご

せますように。そ

して、その穏やか

さを持ちながら優

しい子に成長して

いってほしいとの

願いを込めて。

　己を統べて知力

を高め、人の助け

になれるように成

長して欲しいとい

う願いを込めて。

11月12日（火）
ゆがわ幼稚園
年長さんたちの
職場訪問

⑯


